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江
戸
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
町
並
み
が
、
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
て
い
る

川
越
。
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
た
め
の
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
、「
小

江
戸
川
越
み
ど
こ
ろ
90
観
光
コ
ー
ス
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ラ

ム
で
は
、
そ
の
う
ち
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
弾
は「
田
園
と
川
の
自
然
満
喫
ル
ー
ト
」。
川
越
の
自
然
や
歴
史

的
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。
移
動
距
離

は
約
32
㎞
、
所
要
時
間
約
2
時
間
40
分
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
8

個
所
の
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
ま
す
。
あ
ぐ
れ
っ
し
ゅ
川
越
を
ス
タ
ー
ト
地

点
と
し
て
、
伊
佐
沼
か
ら
不
老

川
を
経
由
、
埼
玉
川
越
総
合
地

方
卸
売
市
場
を
目
指
し
ま
す
。

活
気
の
あ
る
同
市
場
で
は
、
買

物
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で

あ
る
河
越
館
跡
史
跡
公
園
は
、

平
安
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時
代

に
か
け
て
権
勢
を
築
き「
川
越
」

の
地
名
に
深
く
関
わ
る
、
河
越

氏
の
館
跡
で
国
指
定
史
跡
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に

も
蔵
造
り
の
町
並
み
の
模
型
が

展
示
さ
れ
て
い
る
市
立
博
物
館

な
ど
見
ど
こ
ろ
が
満
載
で
す
。

　

自
転
車
で
風
を
感
じ
、
川
越

の
自
然
を
満
喫
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

90
コ
ー
ス
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

田園と川の自然満喫ルート

　昨年の総選挙の結果誕生した第2次安倍内閣
では、安倍首相のリーダーシップの下、「アベ
ノミクス」と呼ばれる経済政策を推し進めてい
ます。政府の政策は、地方自治体にも即座に影
響を及ぼすので、首長としては目が離せません。
　私は経済や金融の専門家ではないので、多く
の方の意見やマスコミなどが伝える内容を参考
に判断するしかありません。アベノミクスが、
本来の目的通りの効果を生むか、またどのよう
な結果をもたらすかについては、学者も実務家
も意見が分かれています。経済は、人間の思惑
や気分、感情によって左右される部分があるた
め、何十年も研究を続けている人でも、また、
長年経済界にいて経験を積み重ねた人でも、予
測は極めて難しいもののようです。

　景気を良くするためのオーソドックスな手法
に、公共事業で需要を喚起するという方法があ
ります。安倍政権は、国の平成24年度補正予
算（第1号）で、需要喚起のための補助制度を創
設しました。しかし、申請期間が極めて短期間
に限られ、しかも具体的な計画ができている事
業についてのみ申請できる補助金が多かったた
め、自治体としては、見送らざるを得ない部分
が多かったようです。
　そこで、自治体の首長として次のようなこと
を考えてみました。国が自治体に住民一人当た
り1万円の割合で交付金を出すとします。これ
は、川越市民約35万人として計算すると、総
額は約35億円になります。これを使途に縛り
をかけない交付金として、臨時的に自治体に配
れば、その景気浮揚効果は大きいと思われます。
　各自治体の事情に応じて、喫緊の課題となっ
ている公共事業や市民サービスの委託業務など
に使ってもよいということであれば、自治体は
必ず使います。その結果、全国では1兆2,000
億円以上の臨時的なお金が中小事業者や国民に
出回ることになり、早期に経済効果が出ること
が期待できると思われます。

�景気対策

①伊佐沼
②不老川
③埼玉川越総合地方卸売市場
④安比奈親水公園
⑤河越館跡史跡公園
⑥新河岸川
⑦田谷堰
⑧川越市立博物館・美術館
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の
過
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し
方

　

休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。家
族
が
そ
ろ
う
休
日
は
、

家
族
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。
子

ど
も
と
一
緒
に
行
動
し
、
親
子
の
感
動
体
験
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

自
然
と
共
に
、
感
動
体
験
を
！

　

近
年
、
自
然
体
験
の
少
な
い
子
ど
も

が
増
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
発
見
は
、

感
動
を
生
み
、
好
奇
心
や
探
求
心
な
ど

を
育
て
て
い
き
ま
す
。
休
日
の
ゆ
と
り

あ
る
時
間
を
利
用
し
て
、
身
の
回
り
の

自
然
体
験
を
増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
…

●
ベ
ラ
ン
ダ
や
近
く
の
高
台
な
ど
か
ら

　

朝
日
や
夕
日
を
見
た
り
、
星
空
観
察
を
し
た
り
す
る
。

●
公
園
な
ど
で
植
物
の
観
察
を
行
う
。

●
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
出
か
け
る
。

　

机
の
上
で
は
で
き
な
い
学
び
を
！

　

休
日
は
、
学
校
で
学
ぶ
以
外
の
こ
と
を
学

習
で
き
る
日
で
す
。

例
え
ば
…

●�

図
書
館
や
博
物
館
、
美
術
館
な
ど
を
利
用

し
て
物
知
り
に
な
る
。

●�

親
子
で
縄
跳
び
な
ど
を
し
て
、
健
康
な
体

づ�

く
り
を
す
る
。

●
子
ど
も
と
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
一
緒
に
料
理
を
作
る
。

地
域
教
育
支
援
課

L
2
2
4
︲
6
0
8
6

家
庭
教
育
の
ス
ス
メ

い
き
い
き
子
育
て 

親
育
ち 

②

高
齢
者
い
き
が
い
課
L
2
2
4
︲
5
8
0
9

み
ん
な
で
支
え
よ
う
　
大
切
な
人

ト
キ
ノ
家
の
認
知
症
介
護
奮
闘
記
そ
の
２

　

前
回
は
、
ト
キ
ノ
家
の
妻
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
の

様
子
に
つ
い
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
た
。
翌
日
職
員
が
来
て
…

職  

員「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
ズ
キ

で
す
。
市
の
委
託
機
関
の
職
員
と
し
て
、

地
域
の
高
齢
者
の
困
り
ご
と
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
電
話
で
は
最
近
ヤ
ス
ヨ
さ

ん
が
ガ
ス
の
火
を
付
け
っ
放
し
に
す
る
な

ど
、
様
子
が
心
配
と
伺
い
ま
し
た
が
…
」

と
話
し
な
が
ら
、
夫
の
ヒ
ロ
シ
さ
ん
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、『
認

知
症
』
と
『
老
化
に
よ
る
物
忘
れ
』
の
違
い

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

�

認�

知
症
…
も
の
忘
れ
の
自
覚
が
な
く
、
ご
飯

を
食
べ
た
な
ど
体
験
し
た
こ
と
自
体
を
忘

れ
る
。
時
間
や
場
所
、
人
と
の
関
係
も
分

か
ら
な
く
な
り
、
判
断
力
も
低
下
す
る
。

�

老�

化
に
よ
る
も
の
忘
れ
…
も
の
忘
れ
の

自
覚
が
あ
り
、
ご
飯
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
体

験
の
一
部
を
忘
れ
る
。
時
間
や
場
所
、
人

と
の
関
係
な
ど
は
分
か
り
、
判
断
力
の
低

下
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
症
状
で
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
同
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、同
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

パンフレットは高齢者い
きがい課、地域包括支援
センター、出張所・連絡
所で配布しています。

か
わ
ご
え
し
子
ど
も
情
報
誌「
小
江
戸
探
検
隊
」

子
ど
も
た
ち
の
休
日
に
お
け
る
体
験
活
動
を
支
援
す
る
情
報
誌
で
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
楽
し
む
休
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

5月26日㈰はごみゼロ運動
　ごみゼロ運動は、道路や公園などの公共の場に散乱してい
るごみや空き缶などを拾い、清潔な環境を保ち、美しいまち
づくりをするための運動です。市民の皆さんのご理解とご協
力をお願いします。なお、ごみゼロ運動の日は、家庭のごみ
や粗大ごみを回収する日ではありません。
●環境美化活動への支援

　ごみゼロ運動の日以外に地域の清掃活動を行う団体に対
し、ごみ袋の支給やごみ挟み・啓発用ベスト・リヤカーの貸

し出しを行っています。また、川越県土整備事務所では、道
路の清掃活動を支援する「彩の国ロードサポート」、河川の清
掃活動を支援する「川の国応援団美化活動団体支援制度」が
あり、ごみ袋の支給などの支援を行っています。詳しくは、
同事務所L243－2020にお尋ねください。
布ぞうり作り
日時…6月9日㈰、午後1時～4時30分　会場…つばさ館　
対象…市内在住　定員…20人（抽選）　経費…300円　持ち
物…幅5～6cm×長さ100㎝の古布100本　申し込み…ハ
ガキに催し名・住所・氏名・ふりがな・電話番号を明記し、
5月25日㈯（必着）までに〒350－0815鯨井782－3つば
さ館

資源循環推進課からのお知らせ
資源循環推進課L239－6267


